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1 型糖尿病の根治

　これまで私たちは、ダニ虫体成分を用いて１型糖尿病根治治療薬の開発を進めてきました。
１型糖尿病においては、Th1 細胞と Th2 細胞と呼ばれるリンパ球間のバランスが崩れ、Th2 細胞
に対する Th1 細胞の比率が高くなっています。本研究では、ダニ虫体成分を用いてこのバランス
を改善することによって１型糖尿病を根治することを目指しています。しかし、この治療法には、
管理可能ではありますが、ワクチンで言えば副反応とも言えるリスクがあります。今回の
研究では、そのリスクを軽減するためにダニ
虫体成分の精製を行っています。

　1型糖尿病を自然発症するモデル動物であるNOD/ShiJcl マウス
にダニ虫体からの抽出物（開発コード：KVT-1）を投与すると、
1 型糖尿病における特徴的な膵島へのリンパ球浸潤（膵島炎）が
抑制されることを見出しています。このとき、Th2 細胞に対する
Th1 細胞の比率も下がっていました。今回の研究では、ダニ虫体
からの抽出物のうち薬効を示すタンパク質成分を絞りこみたい
と考えています。

KVT-1 は生体から見れば異物なので、対抗するために KVT-1 と結合する抗体（異物を排除するために作られる
タンパク質）を産生しようとします。抗体のなかでも特に IgE と呼ばれる種類の抗体ができてしまうと
アナフィラキシー（短い時間で全身にあらわれるアレルギー症状）を起こすリスクがあります。このような
リスクを軽減する方法として、①アジュバント（薬剤を投与部位からゆっくり全身に分布させ、同時に免疫
機能を高める性質を持つ物質）を用いて投与回数をできるだけ少なくする、② KVT-1 には様々なタンパク質
が混在していることから、そのなかの有効成分を絞り込むことが考えられます。①に関しては、これまでアジュ
バントとともに KVT-1 の単回投与した場合には KVT-1 と特異的（特定の物質だけ）に反応する IgE 抗体は
認められませんでした。現在既に臨床での使用が認められているアジュバントを用いたいと考えています。
②に関しては、KVT-1 のタンパク質を分子量の違いによって分けたうえで膵島炎を抑制するタンパク質（群）
を見出しています。
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前年度、KVT-1 を分子の大きさの異なるタンパク質（群）に分け、
NOD/ShiJcl マウスにおいて膵島炎を抑制するタンパク質（群）を見出し
ました。現在、アミノ酸配列を調べタンパク質が何であるか探索して
います。

動物実験で有効性が認められた KVT-1 ですが、そのなかの有効
成分が絞られれば患者様にはより安全に使っていただけると思い
ます。

KVT-1 を医薬品として患者様にいち早く使っていただくことを考えて
おります。そのために有効性と安全性の評価をしっかり行うことが
重要です。今後とも、本研究の進行をお見守りください。
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ロードマップ 現在の進捗率
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KVT-1+アジュバント投与群では対照のアジュバント
投与群と比較してリンパ球浸潤が有意に抑制された。
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